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１．概要（Summary） 

木材細胞壁は軽量高強度という特徴を有するが、その

強度発現機構については不明な点が多い。本研究では、

この発現機構を、ハニカム構造を基本骨格とする人工細

胞壁の創製を通して解明することを目的としている。 

本年度の課題は、厚さが 20 m以上のハニカム状セル

ロースを、人工細胞壁の基本骨格として作製することであ

り、その最初のハニカム状鋳型の作製をナノテク連携推

進室（松尾准教授）に依頼した。この第一鋳型から、以下

の二つの方法でハニカム状セルロースの調製を試みた。

（１）第一鋳型上にポリジメチルシロキサン（PDMS）を流

涎させ硬化後、さらに、この PDMS の形状を寒天に転写

する。最後に、セルロース産生酢酸菌をハニカム形状の

寒天上で培養して、目的物を得る。（２）鋳型に直接酢酸

菌を接種・培養して、目的物を得る。結果として、本年度

中には、目的物の調製には至らなかった。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクアライナ、ICP ドライエッチング装置 

【実験方法】 

 マスクアライナを用いて、直径約 20 ミクロン、ピッチ 27 ミ

クロンのパターンをシリコン上に作製した。その後、ICP ド

ライエッチング装置により、約 20 ミクロン程度の深さまでエ

ッチングを行うことで鋳型を作製した。 

その後、以下の過程にてセルロース産生酢酸菌の培養

を試みた。 

 （１）第一鋳型から PDMS および寒天への転写を経るハ

ニカム状セルロースの作製 

円柱状に成形したアルミホイルの底に鋳型を置き、

PDMS を約 1.5 cm の高さまで流し込んだ。脱泡後、

105oC のオーブンで 2 時間乾燥させた。アルミホイルを除

いた後、クロロホルムに浸漬させ、鋳型から PDMS を剥が

した。 

 （２）第一鋳型上での酢酸菌の直接培養 

第一鋳型上に、前培養した酢酸菌を滴下し、CO2 を充

填させた容器内で 2 日間培養させた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 （１）鋳型上で硬化した PDMS を、鋳型から剥がすため

にクロロホルムに浸漬させた際、PDMS が反ることによっ

て鋳型が破損し、PDMS を剥がし取ることができなかった。

したがって、これ以降の操作は不可能となった。今後は、

PDMS の流涎量に加え、鋳型の形状及び強度について

も再検討する必要があることが示された。 

 （２）鋳型上で酢酸菌を直接培養した結果、セルロースの

生成は確認できなかった。この結果は、鋳型が撥水性で

あったことから、培養液が均等に広がらず、酢酸菌が動け

なかったためであると考えられる。今後は、鋳型の親水化

処理について検討する必要がある。 
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